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１．研究概要 

 平成 26 年 7 月 9 日、台風 8 号接近に伴う豪雨により中央本線十二兼・南木曽間梨子沢において土石流災害が発

生した。橋けた上下 2連の流失、線路内への大量の土砂流入等大きな被害であったが、28 日間という短期間で応急

復旧を終えることができた。本稿では災害発生から運転再開までの早期復旧に向けた取り組みについて報告する。 

２．被災状況 

 平成 26年 7月 9日 17時 43 分頃、中央本線十二兼・南木曽

間梨沢橋りょう付近において、台風 8 号接近に伴う豪雨によ

り大規模な土石流災害が発生した。当日の雨量は自社の南木

曽雨量計で時雨量 69mm、連続雨量 111mmであった。災害によ

り梨沢橋りょうの橋けた上下 2 連が流失した他、線路延長約

300m、流量約 1,500m3 にも及ぶ土砂等の線路内への流入、軌

道の損傷、電車線断線、信号通信ケーブル断線等大きな被害

がもたらされた。被災直後の災害箇所の航空写真を図 1 に、

梨沢橋りょう前後の被災状況を図 2、3 に示す。 

３．災害発生原因  

 梨子沢周辺は低地部を除き全域花崗岩で構成され、岩盤崩

壊し易い地質であった。また、梨子沢は大梨子沢・小梨子沢

という同格の 2 渓流からなり、渓床勾配は 2 渓流とも平均

15°以上と急峻で、約 35 年周期で大規模な災害が発生して

いる渓流であった。災害後梨子沢流域を現地踏査した結果を

図 4に示す。両渓流で新たな崩壊箇所、河道閉塞箇所を数箇

所確認した他、砂防堰堤等の自治体対策工の満砂、損壊を確

認した。踏査の結果、短時間の豪雨により両渓流上部の急峻

な渓岸で岩盤崩壊が発生し、水を含んで土石流となり、規模

を広げながら流下して線路上流部で氾濫したことが判った。 

４．復旧作業 

 復旧の目標を、8 月中旬の夏季多客輸送期に間に合わせる

こととした。本稿では①流失した上下線の橋けた復旧、②線

路内に流入した大量の土砂の撤去の 2点の取組みを以下に報

告する。 

４－１．流失した上下線の橋けたの復旧  

 流失した上下線の橋けたについて、下り線の橋けたは、図 5 に

示すように梨子沢下流の道路上に流失していた。桁の状況を現地

で目視確認した結果、桁全体に捻じれ等の大きな変形が生じてい

ないことがわかったため、これを補修して再利用することとし、

17 日間という短期間で復旧を完了した。一方、上り線の橋けたは
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図 4 梨子沢の現地踏査結果 
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土石流により流失していることから、もう一線の橋けたは、工期

を考慮して工事桁による仮復旧後、新桁による本復旧を行うこと

とした。工事桁は当社が所有するものの内、支間長が既設桁に近

い 15.0m のものを採用した。この場合、工事桁は既設桁より支間

長が長くなるが、その支持方法については、既設橋台を一部撤去

し、仮橋台を設置することとした。この工法を用いた場合、仮橋

台設置箇所における地盤の安定性確保が課題となったが、鉛直方

向については、仮橋台下の地盤改良と基礎コンクリートの打設に

より地耐力を確保し、水平方向については、水平荷重を既設橋台

背面で支持させることで安定を確保した。 

橋けた復旧方法を図 6 に、復旧の施工概要を図 7 に示す。旧下り

線の補修桁は、上り線に先行架設して本復旧することとした。これ

はクレーンヤードに近い下り線側作業時におけるクレーン等の作

業性を考慮し工事桁から新桁への本復旧は下り線で行う方が良い

と判断したためである。施工にあたっては、補修桁をトレーラーで

橋りょう付近のクレーンヤードに搬入し、360ｔクレーンで吊り上

げ架設した。下り線の施工にあたっては、工事桁のけた長が長く、

トレーラーにて現地ヤード搬入できなかったため、トレーラーにて

南木曽駅構内に搬入し、保守用車に積みかえた後、南木曽駅構内か

ら保守用車で現場付近まで運搬したうえで、上り線同様 360ｔクレ

ーンにて架設した（図 8）。 

４－２．線路内に流入した大量の土砂の撤去  

線路内の土砂の撤去に向けた重要な課題として、土捨て場および

土砂搬出路の確保があった。そこで、災害が発生してから早期に関

係自治体との協議を実施し、災害現場から約 3.8km 離れた場所に土

砂の仮置場を確保した。また、迅速な借地交渉と地元のご協力によ

り、線路際に搬出ヤードと土砂搬出路を確保することができた。 

これにより線路際での重機の離載線が可能となり、バックホウ、

軌陸ダンプ等を常に線路上で複数台稼動させて施工を行うことが

できた（図 9）。結果、10t ダンプ延べ 454 台、1,500m3にも及ぶ土

砂を 8日間という短期間で搬出し早期復旧に繋げることができた。 

災害発生からの復旧計画と復旧実績について表 1 に示す。復旧作

業は天候にも恵まれ順調に推移し、マルチプルタイタンパによる橋

けた載荷試験、軌道試験車による走行試験を実施し、線路設備の異

常が無いことを確認、目標としていた多客輸送前の 8月 6日に仮復

旧を果たした。尚、下り線は平成 27年 3月 22日翌日、工事桁から

新桁への掛替を施工し、本復旧完了となった（図 10）。 

５．まとめ 

 今回の災害復旧においては、様々な課題を乗り越え早期復旧を実

現した。今回の経験を今後の災害対応に活かしていくとともに、要

注意箇所の把握や災害発生を検知する設備の整備など、防災対策を

実施することで鉄道の安全・安定輸送の確保に努めていく。 

図 8 下り線工事桁架設状況 

図 9 梨沢橋りょう付近の土砂搬出 

図 6 橋けた復旧方法 

表 1 災害の復旧計画・実績 
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